
【メルマガのテンプレ】
LINEでもブログでも動画のシナリオでも

何でも応用可能

テーマ：⬜⬜についての話

ポイント

こんばんは、○○です。

今日のお話のポイントはこれです。

まず最初に結論を伝える

話に引きこむ

興味づけをする

どんな心構えで読んだらいいか？を伝える

クリックしてほしいリンクがあれば冒頭に入れておくと良い。

理由 ・・・というのも
それはこういうことだからです。

結論の理由を述べる

ここで納得感をつくる

結論が一見、常識と反することや
インパクトのある内容だった場合、
ここの理屈がしっかりしていると

ギャップが生まれるし、ちょっとした感動が生まれる

具体例 たとえば・・・
こういうことですね！

ポイント→理由で伝えた話に
具体例を添えて
イメージしてもらう

ストーリーを入れるとわかりやすい

この具体例をいろいろ引っ張ってこられるようになると
同じテーマでも別の角度からいろんな話ができる

つまりメルマガの配信ネタに
困らなくなるということ！

メルマガを面白くするにはここが大事！ 動画でもブログでも何でも一緒

ポイント

だから、
・・・なんですね！

最初に述べたポイント（結論）を
もう一度繰り返す。

自分が扱っている商品・サービスと繋げられるとなお良い。 一貫性

クリックしてほしいリンクがある場合は最後にも入れる。

わかりやすく！

丁寧に！

堂々と！
こちらの動画をご覧ください。 みたいに普通に言う

×もしよろしければ見ていただけないでしょうか？ こんな言い方はダメ！

最後まで読んでいただき本当にありがとうございます。

感謝

メルマガを読んでいただけるのは本当にありがたいのです！！！

毎回同じ挨拶ですが、毎回手入力しています。

これは絶対コピペしない！！！

そして「現在形」 「ありがとうございました」とは言わない

細井流のこだわりです＾＾

補足説明

いわゆる「PREP法」というヤツです。

P：ポイント(Point)

R：理由（Reason）

E：具体例（Example）

P：ポイント(Point)

この順番で伝えると、非常にわかりやすくなりますので
自分が伝えたいことをどう書いたらいいか？

悩んだら基本的にはこの流れにすれば間違いはないです。

「PREP法」自体は
ありふれたテンプレですけど、

実際に私が書いているプロセスに沿って
解説しているので、

使ってみると
「なるほど！」

と思っていただけるハズです！

基本的にはこの流れで書くことが多いですが、
そうじゃないときもあります。

冒頭に「フック」になる話を入れることもあります。
この間、どこどこに行ってきました！とか

漫才でいうと「つかみ」みたいな話ですね

ある程度、書きたい内容がまとまっているときは
いきなり書き始めることもありますが、

まとまっていないときは
一度こんな感じで「PREP法」に沿って

マインドマップにまとめてから書いています。

あとメルマガのタイトルですが、私の場合は
「テーマ」（書きたい内容、伝えたい内容）は先に決めて
書き終わった後で、内容のまとめやインパクト重視で

タイトルをつけています。

これはそれぞれ書きやすい順番があると思います。

ただ、テーマは最初に決めておいたほうがいいですね。

書いているうちにどんどんテーマが
ズレていくこともあるので・・・

あえてそういう
書き方をすることもありますが
あまりオススメしません。

改行について

原則は1行に14文字くらいまで。

詰めすぎると読みにくい

あえてスペースを多めにとって
普段しゃべるときと
できる限り同じペースで

読んでもらえるように意識している。

できれば・・・ １メール１メッセージ 1つのメルマガの中に複数のテーマは入れないほうが
読者にとってわかりやすい

とはいえ、日刊のメルマガでは正直そんなにこだわらないこともある

テンプレとか、原則とか無視して
ただひたすら書きたいことを
書きなぐることもある＾＾

日刊のメルマガは

自分自身が楽しんで書くこと

これが一番大事だから！！！

それに価値を感じてもらえたり、面白いと思ってもらえたりする

実にありがたいことだなと思います＾＾


